
 

  

 この 3 年間，実践との協働による研究を通じて，今，ＭＩＭを端的に言い表す３つのこ

とばが，頭の中に浮かんでいる。 

１つは，“通常の教育一般と特別支援教育との融合”というフレーズである。これは，Ｍ

ＩＭが，教科学習的な視点を有しながら，一方で，個々の教育的ニーズを把握するアセス

メントをもとに，指導教材や形態等を柔軟に対応していくといった特徴を有していること

を再認識したからである。 

 ２つめは，“教員にとって共通言語としての学力指導モデル”ということである。先生方

の多くは，全体への効果的な指導をいかになし得るかに重点を置いている。と同時に，特

別な配慮が必要な子どもへの支援も忘れてはいない。しかし，こうした概念はあまりにも

曖昧であり，実現に向けては，教員の力量や，意識，モティべーションに委ねられてしま

うことも少なくない。極論すれば，これらをめざすもめざさないも，先生次第ということ

になる。しかし，１st ステージ，２ndステージ，３rdステージという概念の導入により，

今，子どもの支援ニーズは，どの状態にあるかを的確に把握することができるようになっ

た。また，他の教員と協議する際にも，共通言語として用いることで，必要な指導・支援

を互いに協議することもできる。そして，“特別な配慮が必要な子ども”という漠とした対

象が，“３rdステージ（＝最終指導段階）までに効果的な指導を届ける相手”という明確な

目標を携えた対象に変わると考える。 

 ３つめは，“通常の学級におけるパラダイムチェンジ”である。これは，上記２つの総括

といってもよい。“個”に対応できることは，すなわち，それを含む“全て”への対応につ

ながること，ＭＩＭという学力指導モデルを共通言語として用いることにより，教員間で

の協議の促進や，（互いに対する）支援の拡がりが期待できるのではないだろうか。 

 このように，ＭＩＭの開発に費やした３年間は，私にとって非常に貴重で，かつ楽しく，

豊かな経験に満ち溢れていた。毎週のように協力校を訪れ，ＭＩＭに関する授業はもちろ

んのこと，小学校１年生や 2 年生の平常の生活，そして先生方の動線を肌で感じることが

叶った。そこで考えた多くのこと，感じたことは，ＭＩＭの開発という研究に留まらず，

教育に関わる研究を今後も進めていく筆者にとって，掛け替えのない財産となった。 

この研究では，終始一貫して，“研究と実践とがいかに手を結ぶか”という点を大切にし

てきた。研究での知見を実践の場で用い，そこで得られた知見を，また研究に戻し検討す

る。こうして，実践においてより実施可能性の高い，有効な指導モデルを開発することが

この研究における最大の目的であった。そして，多くの素晴らしい教育実践者の，惜しみ

ない協力により，その目的が果たせたのではないかと今は考えている。 

さいごになったが，各校において，研究コーディネーターとして，研究と実践との橋渡

しをして下さった先生方，その先におられる通常の学級の先生方，また効果検証のために

不可欠な統制群としての参加を快諾してくださった先生方，様々なかたちで研究に力を貸

して下さった方々，出会った多く子どもたち・・・こうして謝辞を述べながらも，浮かん

でくる皆さんなくしては，この研究を全うできなかった。心より感謝の辞を申し上げたい。         

 

                         2009年 立春 

     海津亜希子 
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注）いずれも所属は，平成20年度現在のものであり，研究実施時の所属とは 

必ずしも一致しません。  
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